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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
直近の業績の動向等を踏まえ、平成 17年 5月 20日に公表いたしました平成 18年 3月期（平成 17年 4月 1日～平成 18年 3

月 31日）の中間期および通期の業績予想（連結・単体）を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
1. 平成 18年 3月期中間業績予想数値の修正（平成 17年 4月 1日～平成 17年 9月 30日） 
①連結業績予想 

（単位：百万円） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 5,360 240 0 
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 4,905 △43 △175 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △455 △283 △175 
増 減 率（％） △8.5％ ― ― 
（ご参考） 
前期実績（平成 17年 3月期中間） 

4,554 123 26 

 
  ②単体業績予想 

（単位：百万円） 

  平成 16年 10月、販売部門カンパニーを㈱銀座ハーバーとして分社しております。 
 
2. 平成 18年 3月期通期業績予想数値の修正（平成 17年４月１日～平成 18年３月 31日） 
①連結業績予想 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 2,900 400 220 
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 2,555 202 103 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △345 △198 △117 
増 減 率（％） △11.9％ △49.5％ △53.2％ 
（ご参考） 
前期実績（平成 17年 3月期中間） 

3,519 11 △24 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 11,850 1,450 640 
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 10,700 1,180 500 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,150 △270 △140 
増 減 率（％） △9.7％ △18.6％ △21.9％ 
（ご参考） 
前期実績（平成 17年 3月期） 

10,081 1,165 622 



 
②単体業績予想 

（単位：百万円） 

 
 
 
3.修正の理由 
 
 （1）中間業績予想 
     売上高につきましては、基礎化粧品、栄養補助食品の新製品の発売並びに直営店増加等の増収要因はあり

ますが、新規顧客およびインターネット会員の獲得が予想を下回り、連結・単体とも当初計画を下回る見込

みです。 
     利益につきましても、新規顧客獲得の広告宣伝費及び販売促進費の増加により、経常利益・中間純利益と

も当初計画を下回る見込みです。 
 
 （2）通期業績予想 
     売上高につきましては、下期は主力商品である基礎化粧品の需要期にあたり、この販促を強化すると共に、

新規顧客の定着化を強力に推し進めますが、上期の未達をカバーすることは難しく、連結・単体とも通期見

通しは当初計画を下回る見込みです。 
     利益につきましては、下期は新規顧客獲得キャンペーンを有料キャンペーンに変更し、広告宣伝費及び販

売促進費比率を抑制しますが、当初見込みに比べ、連結・単体とも通期見通しは当初計画を下回る見込みで

す。 
 

なお、上記の予想（連結・単体）は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

り、実際の業績は今後、様々な要因によって予想数値と異なる結果となる場合があります。 
 
                                                 以上 

 

 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 6,300 1,050 560 
今 回 修 正 予 想（Ｂ） 5,550 730 380 
増 減 額（Ｂ－Ａ） △750 △320 △180 
増 減 率（％） △11.9％ △30.4％ △32.1％ 
（ご参考） 
前期実績（平成 17年 3月期） 

6,535 711 316 


